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2004年7月27日

日本の高校生が国際大会で金メダルを初獲得！！

～第36回「国際化学オリンピック」キール大会（ドイツ）～

2004年7月18日から27日までドイツ・キールにて開催された第36回「国際化学オリンピック」キール大会は、26日午後（現地時間）ハンブルグで閉会式が開催され成績発表がありました。2大会目の出場となった日本代表は１名が金メダルを初めて獲得、他の３名も銅メダルを獲得し、出場４人が全員メダルを獲得するという好成績をおさめました。

金メダルを獲得したのは、私立武蔵高等学校2年生の川崎 瑛生君（かわさき あきお、16歳）。銅メダルは、私立栄光学園高等学校3年生の小山 貴広君（おやま たかひろ、17歳）、私立白陵高等学校3年生の神戸 徹也君（かんべ てつや、18歳）、県立福岡高等学校3年生の増田 光一郎君（ますだ こういちろう、18歳）の３人です。

今年のキール大会には、６１カ国の高校生２３４名が参加し、大会開催期間の間、それぞれ5時間に及ぶ実験問題（Experimental Examination）と筆記試験（Theoretical Examination）が行われました。

日本からは昨年に続き、「夢・化学-21」キャンペーン事業のプログラムとして高校生を対象とした「全国高校化学グランプリ」より成績優秀者4人が代表選手として参加しました。

なお、今年度より独立行政法人科学技術振興機構から国際科学技術コンテスト支援事業として支援を受けています。

7月16日（金）には、「夢・化学-21」委員会主催の壮行会も開催され、激励されるなかドイツのキールに向かいました。なお、代表チーム一行は、7月29日（木）にドイツを出発、7月30日（金）に帰国し、帰国報告会を行う予定です。

【国際化学オリンピック（IChO＝International Chemistry Olympiad）】

1968年に東欧3ヵ国（ハンガリー、旧チェコスロバキア、ポーランド）が始めた高校生の学力試験から発展した、1年に1度開催される「化学」の国際大会。日本で有名な「数学オリンピック」も同じ3ヵ国から始まった。今年のキール大会（ドイツ）で36回目を数え、日本からは昨年に続き2回目の参加となる。なお、昨年参加した代表4人は、初参加ながら2人が銅メダル、他の2人が敢闘賞を受賞するという好成績をおさめた。

【「夢・化学-21」キャンペーン事業/全国高校化学グランプリ】ホームページ　ｈｔｔｐ://www.kagaku21.net/
1993年、明日を担う若者に化学の大切さや面白さ、有用性、化学技術の重要性などを理解してもらおうと、（社）日本化学会、（社）化学工学会、（社）新化学発展協会、（社）日本化学工業協会の4団体が「夢・化学-21」キャンペーン事業を立ち上げた。

「高校化学グランプリ」は、国際的にも通用する若い化学者を育てることを目的として、「夢・化学-21」委員会と日本化学会化学教育協議会が1998年に東京と仙台の2ヵ所で試験的に実施したのが始まり。翌1999年より、「全国高校化学グランプリ」として全国規模で開催されるようになり、現在では参加者1,000人を超す全国規模の大会に発展、来年度の国際化学オリンピック日本代表の選考も兼ねるようになった。

なお、６回目となる今年は、『学（まな）びんピック認定大会』として文部科学省に認められ、名実ともに“化学の甲子園”としての役割を担う大会となっている。
◆取材等のお問い合わせ先◆

「夢・化学-21」委員会事務局（日本化学工業協会内）／青山TEL０３―３２９７―２５５５

高校生の写真をご希望の方は電話かyaoyama@jcia-net.or.jpへメールをお願いします。
日本化学会　田中、河瀬TEL０３―３２９２―６１６４
化学オリンピック代表と大会役員など引率者のコメント

川崎瑛生（私立武蔵高等学校２年：高校の所在地　東京都）金メダル
金メダルがとれてとてもうれしいです。筆記試験で解けなかった問題がたくさんあったので、金メダルと分かった時にはびっくりしました。目標が達成できて良かったと思いました。　

小山貴広（私立栄光学園高等学校３年：神奈川県）銅メダル

　一年弱背負い続けていた重荷からやっと解放されたという感じです。試験よりも遊びが中心で色々な国の行動の傾向も分かり、面白い経験ができてよかったと思います。

神戸徹也（私立白陵高等学校３年：兵庫県）銅メダル

この大会に参加できて本当によかった。他の国では人生をかけて参加している人もいて自分の甘さを痛感した。世界中の化学を楽しんでいる人達と出会えたことがなによりうれしかった。

増田光一郎（県立福岡高等学校３年：福岡県）銅メダル
楽しかった上にまあそれなりの結果も出たので満足しています。さらに大学に現役で入ることができたら言うことなしです。どこからかお呼びがかからないのかなあと。少々高望みしすぎですね（笑）。

森敦紀（メンター(大会役員)、東京工業大学助教授、

日本化学会化学教育協議会化学グランプリ・オリンピック委員会委員）

　例年に比べ難問が多く苦戦したが、全員メダルが取れてほっとしている。生徒たちはすばらしい国際交流ができたと思う。

山内辰治（メンター(大会役員)、立教新座中学･高等学校教頭、

日本化学会化学教育協議会化学グランプリ・オリンピック委員会委員）
生徒たちはすばらしい結果を残しました。しかし何よりも化学を楽しみ人と出会うことを楽しんだことはきっと良い思い出になるでしょう。今回の成果を励みにしてまた新しい一歩を踏み出してほしいと思います。ガイドのフルマンさんには大変お世話になり感謝しています。

細矢治夫（サイエンティフィックオブザーバー：お茶の水女子大学名誉教授、

　　　　日本化学会化学教育協議会役員）

例年より難しい問題で誰も苦しんだらしいけれど、とにかく４人皆頑張ってくれて、僕ら付き添いも大喜びです。来年はもっと頑張れるかもしれない。

池上正（ゲスト：旭化成株式会社常勤顧問、日本化学会化学教育協議会役員）

昨年と比べレベルのちがう難しさと思いました。昨年より前進し生徒の皆さんの力を知りました。

以上
